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一、序論
　『列女伝』とは、前漢時代末期に劉向（前
79～
8）によ
って編纂された書物であり、中国古代――主に上古から春秋戦国時代――にかけての女性の伝記集である。　
その中には、母や妻として模範とすべき女性や、悪女や
淫女、毒婦など、様々な女性たちの言動が簡潔に描かれている。劉向はそのような女性たちの伝記をまとめるにあたり、母儀・賢明・仁智・貞順・節義・辨通・孼
げっ
嬖ぺい
の
7伝に
分類し、母儀
14篇、ほか各
15篇、計
104篇もの女性の伝記を
収めた。　
下見隆雄『劉向『列女伝』の研究』 （一九八九年、東洋
大学出版会。
17～
18頁）において、 「劉向『列女伝』は先
ず班固に注目され、その書の評価は曹大家によってなされたのである。以後世々様々な 性伝記や女性に対する教訓の書が作られた様である 」と指摘されており、例えば正
史では、 『後漢書』をはじめ、 『晋書』 ・ 『北史』 ・ 『魏書』などに列女伝が立てられている。また、正史以外では、劉義慶（
402～
444） 『世説新語』の中に賢媛篇が立てられている。
このよう 後世にも多大な影響 与えた劉向『列女伝』であるが、その編纂の目的は、ただ単に女性の伝記を集め、行動内容ごとに分類したとは考えにくい。 『漢書』楚元王伝（１）
では、劉向の『列女伝』編纂目的を　
向睹俗彌奢淫、而趙衛之屬起微賤、踰禮制。向以爲王
教由内及外、自近者始。故採取詩書所載賢妃貞婦興國顯家法則、及孽嬖亂亡者、序次爲列女傳。凡八篇、以戒天子。
　
向
 俗の
彌
いよいよ
奢淫にして、趙・衛の属
 微賤より起き、
礼制を
踰こ
ゆるを
睹み
る。向
 以お
為も
へらく、王教は内より
外に及び、近き者より始まる、と。故に『詩』 『書』載するところの賢妃・貞婦の国を興し家を顕はす法則、
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章では『漢書』楚元王伝を手掛かりに、劉向および彼の女性観の樹立に影響を与えた周辺人物と環境とを概観する。　
錢穆「漢劉向歆父子年譜」 （ 『燕京学報』第
7号、一九二
九年、 燕京大学国学研究所） によると、 劉向は元鳳二年 （前
79）に生まれ、十二歳の時に父である劉徳の保任で宮廷の
輦郎となり 神爵二年（前
60）の二十歳の時には、 「行修
飾（行ひ修飾なる） 」をもって、諫大夫 抜擢されている。劉向の人柄は、 『漢書』楚元王伝に、 「向爲人簡易無威儀、廉靖樂道。不交接世俗、專積思於經術。晝誦書傳、夜觀星宿、或不寐達旦。 （向の人と為り
 簡易にして威儀無く、廉
靖にして道を楽しむ。世俗に交接せず、専ら思ひを経術に積む。昼は書伝を誦し、夜は星宿を 、或ひは寐
い
ねずして
旦に達す。 ） 」と記述されている。世間と交わることなく、経学の研究に日夜没頭する姿から きわめて勤勉であったと言えるであろう。　
ここで、彼の家系に目を向けてみよう。
　
向が生まれた楚元王家は、高祖劉邦の末弟劉交（元王）
から始まったとされている。劉交は、書を読むことを好み多芸多才の人で、若いころから『詩経』を学んだ。また子どもにも『詩経』を ばせたが、その一人が劉向の曽祖父である劉富であった。劉富もまた父劉交の好学の姿勢を引き継ぎ、以降、子の劉辟疆、孫の劉徳 曽孫の劉向、玄孫の劉歆へと、 『詩経』を家学とする学問的伝統が脈々と
及び孽嬖の乱亡せし者を採取し、序次して『列女伝』と為す。凡
すべ
て八篇、以て天子を戒む。
と記している。この記事については、山崎純一「 『列女伝』の撰者としての劉向の人と思想― 『古列女伝』の基礎研究に関する一試論―」 （ 『東洋文化研究所紀要 （無窮会） 』
11輯、
一九九一年無窮会東洋文化研究所。 ）において、天子成帝の諫戒のために『列女伝』を編纂したのではなく 女性を賢母へと教導するために編纂された書物であると指摘されている。確か 、 『列女伝』には母儀伝が立てられ、母としての女性の伝記が収録されている。しかし、それ以外にも妻や娘としての女性の伝記も収録されている。 劉向が 列女伝』を、女性を賢母へと教導するため 書物と て編纂したのであれば、妻や娘といった女性の伝記を収録する必要はないと考えられる。それでは、編纂目的は何なの 。本稿では劉向『列女伝』と先行文献とを比較 、劉向が加筆・省筆した箇所や表現 違いから、 『列女伝』が描こうとする理想の女性像を明らかにすると同時に、劉向 編纂目的を究明する
（２）
。
二、劉向の生涯
　
劉向の女性観の樹立にあたり、劉向周辺の人物や環境が
与えた影響が全くなかったと 考えにくい。そこで、この
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の澓中翁に学び、 「高材好學（高材にして学を好む） 」 、 「操行節倹（操行は節倹なり） 」 、 「慈仁愛人（慈仁にして人を愛す） 」 と評された人物であった。 山崎氏前掲論文において、
　
宣帝は儒家の礼、法家の法を折衷し、厳しい社会秩
序の確立に努めている。 （宣帝紀）彼は臣下に対して厳しく忠誠と法の履行を求めた。 （中略）宣帝は礼学の徒でもあった。
とある。劉向はこの皇帝のもとで諫争官として活躍するが彼の以後の行動原則や思想は、前述の父劉徳の生き方と共に、宣帝の影響をも受けながら、一切の私欲の排除へと方向づけられたとしても不思議ではない。　
次に劉向が仕えた皇帝は元帝である。劉向は宦官や外戚
の専横に対抗し、その排除を元帝に進言した しかし、元帝は排除することができず、 官職か 遠ざけられた。　
最後は成帝である。成帝は「尊厳若神（尊厳
 神の若し） 」 、
「受容直辞（直辞を受容す） 」と評された人物であったが、「湛于酒色（酒色に
湛ふけ
る） 」と記述されるように、次第に
酒色に溺れていったとされている。この時代になると、外戚勢力の王氏が勢力を伸ばし始めた。成帝は酒や音楽 埋没し、政治を疎かにしていたため、外戚王氏に国権をほしいままにされていた。やがて、成帝は許皇后を廃 、趙飛
受け継がれていった。山崎氏前掲論文において、
　
向が後年『列女伝』に、ほぼ毎篇にわたり詩賛をそえ、
『詩』を女子訓に活かそうとしたのは、楚元王家の家風を幼い時から体得し、その教養に自負心を抱いていたからであろう。
と、劉向が『列女伝』に『詩経』を引用したのは楚元王家の家風を受け継いだためであると指摘されている。　
家系の中でも特に劉向に影響を与えたのは、父親である
劉徳であろう。劉徳は「黄老の術」を修め、 「智略」があり、武帝より「千里の駒」と称され、昭帝の治世時に活躍 。その人となりは 「寛厚、 好施生 （寛厚にして、 施生
（３）
を好む） 」
と評された。加えて、 「知足の計」を堅持し、家の財産が百万を過ぎる 兄弟に分け 「富、民之怨也（富、民の怨なり） 」という考えを有していた。また、劉徳は妻が亡くなった時に、大将軍である霍光の娘の縁談をもちかけられても、 「畏盛滿也（盛り満つること 畏る） とし、娶ろうとはし かった。縁談を拒否したことから失脚する 、彼の才能を惜しんだ霍光により再び官界に戻され 宗正の位に就いている。　
次に劉向が仕えた皇帝について見てみよう。
　
劉向が最初に仕えた宣帝は、幼少期より『詩経』を東海
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容として、子ども・夫・父の混合するものは重複して数えている。　
また、劉向は最初に母義伝を立てているが、その伝の最
初に収録されている「有虞二妃」の内容は母親ではなく、専ら夫を献身対象とした妻としての二妃について述べている。このことから、劉向は母・妻・娘といった女性の役割の中でも、妻 重視していると考えられる。これをふまえ、本章では、劉向の「妻」という役割を中心に、劉向『列女伝（４）
』と先行文献とを比較し が加筆・省筆した箇所や
表現の違いから 理想 女性像を考察し、 同時に 『列女伝』の編纂目的を見直す。なお、考察にあたり 劉向の考えを述べる「君子曰」 、その伝記 要点をまとめた 頌曰」の加筆は全体を通じて られるため 検討の対象とはしない。　
妻としての女性観を考察するにあたり、巻二賢明伝に収
録されている「晋文斉姜」 例をあげる。内容は次の通りである。　
斉姜は斉の桓公の一族の娘で、晋の 公（重耳）の妻で
ある。重耳は継母の策略にあい、亡命生活を送っていた。斉へたどり着くと、桓公から一族の娘である姜を与えられ、手厚くもてなされた 次第に「斉で一生を終え のも悪くはない。 」と思うようになり、腰を落ち着け いたが、従臣たちは、なん かして重耳を晋へ帰らせようと画策し桑畑で相談をしていた。それを下女が立ち聞きし、姜に告
燕・合徳
 姉妹を寵愛するようになり、飛燕を皇后に、合
徳を昭儀に取り立て、これにより、後宮の秩序は乱れ、同時に治世にも混乱を招いた。劉向は元帝の治世期と同様に、成帝に外戚の害や前漢王朝の危機を警告し続けたが、成帝は聞き入れなかった。　
以上、 『漢書』楚元王伝を手掛かりに劉向および劉向の
女性観の樹立に影響を与えた周辺人物と環境とを概観した。劉向は、前漢王朝の始祖である劉氏の一族の血 引き 好学の一家において、幼いころより宮廷に出仕していたにも関わらず、自身は政治の中心におらず、外戚が政治を掌握し、天子が政治を顧みず 女色に埋没していく様子を目の当たりにしていた。それでもなお、劉向は天子に諫言をし、漢王朝を存続させようとしていたことが明らかとなった。
三、劉向『列女伝』について
　
劉向『列女伝』では一〇七人の女性伝記が収録されてい
るが、女性の献身対象を基準として分類すると、
Ⅰ
 夫を献身対象とするもの
　　　　
…
70例
　（
63％）
Ⅱ
 子どもを献身対象とするもの
　　
…
29例
　（
26％）
Ⅲ
 父を献身対象とするもの
　　　
…
4例
　（
4％）
Ⅳ
 いずれにもあてはまらないもの
　
…
8例
　（
7％）
の
4種類に分けることができ、 夫の事例が最も多かった （括
弧内は割合を示し、小数点以下は切り捨て） 。ただ 、内
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公の斉に安んじ、終焉の志有るを知り、行かんと欲してこれを患
うれ
う。 ） 」とあり、桓公が亡くなり、孝公が即位した結
果、諸侯 反乱が起き 政治情勢が不安定になったこ を描写している。子犯は重耳を奉じて晋へ帰国することを目指しており、当初は斉の国力を背景として利用するつもりであったが、その後の政情不安により孝公の後ろ盾が期待できなくなったため、重耳と共に斉 去ろうとしたのであろう。 『史記』も同様に、 「重耳至齊二歲而桓公卒。會豎刁等爲内亂、齊孝公之立 兵數至。 （重耳
 斉に至ること
二歳にし、桓公卒す。たまたま
豎じゅ
刁ちょう
等
 内乱を為す。斉の
孝公の立つや、諸侯の兵
数しばしば
至る。 ） 」とある。
　
一方、 『列女伝』では、 「子犯知文公之安齊也。欲行而患
之。 （子犯
 文公の斉に安んずることを知るなり。行かんと
欲して之を患ふ。 ） 」とあり、子犯が重耳と共に斉を去ろうとしている理由が記されていない。その め 文章の構造に変化が生じている。 『列女伝』における子犯は、単に、重耳が斉に留まり続け、晋の王になら いことを心配するのみであり、重耳の晋への帰還を達成させるために率先して行動する役割を担っ いない。むし 『列女伝 において、その役割を担った は斉姜である。重耳が晋へ帰国するのに好都合な状況や時期を素早く察知 、的確 行動する主体を 従臣の子犯から斉姜へと変えることで、重耳の晋への帰還達成に斉姜 大きな影響を与えたよう 変化
げたところ、姜は下女を殺してしまった。そして、姜は重耳に 「晋の国を治めるのはあなたです。 晋に帰国し、 （晋を）治めることは天から与えられた命令です。 」と進言 た。しかし、重耳 「帰 ない。ここに骨を埋めるつもりだ。 」と聞かなかった。そ で 従臣 ちと謀り、重耳を酒で酔いつぶ 車に乗せ、強引に斉から去らせた 途中で目を覚ました重耳は大いに怒り 従臣に向かって戈をふりあげ、 「成功すれば良いが、成功し かった時は、お前の肉を食ってやる」といった。その後も 重耳とその臣下ちは、曹、鄭、楚と国を転々とし ついには晋へと帰国し重耳は文公とし 晋を治め、覇者となった。　
劉向『列女伝』巻二賢明伝「晋文斉姜」の話の原典と考
えられるものは、 『史記』巻三十九
  晋世家
 上
 恵公十四年
条、および、 『国語』巻十
  晋語四の所収の挿話である
（５）
。こ
れらと『列女伝』とを比較 み と、劉向の手 加わ改変されていると思われる箇所が見られる。とりわけ 重耳を斉か 去らせようとする従臣（子犯）たちの動き 、斉姜の言動に注目したい。　
まず、子犯の行動について、先行文献として考えられる
『国語
（６）
』や『史記
（７）
』を見てみよう。 『国語』では、 「桓公卒、
孝公即位、諸侯叛齊。子犯知齊之不可以動 而知文公之安齊而有終焉之志也、欲行而患之。 （桓公卒し 孝公即位し、諸侯斉に叛す。子犯
 斉の以て動くべからざるを知り、文
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はく、 「可ならず。 『周詩』曰はく、 『莘莘たる征夫、毎に及ぶ靡きを懐ふ。 』と。夙夜征行するすら、猶ほ及ぶ無きを恐る。況んや安きを懐はんと欲すれば、将
は
た何ぞ及ばん。人
 及ばんことを求めずんば、其れ能
く及ばんや。 乱は世に長か 公子必ず晋を有たん。 」公子
 聽かず。
　『列女伝』と『国語』とを比較すると、 『列女伝』では『国語』の描写を大きく省筆している。例えば、 『国語』では、『瞽史之紀』という予言書を用
（８）
、重耳に説得を試みてい
るが、 『列女伝』 においてそのような描写は一切見られない。劉向は 列女伝』仁智伝の序文に「惟若仁智、豫識難易。原度天道、禍福所徙。歸義從安、危險必避。專專小心、永懼匪懈。 （惟れ仁智
若ごと
きは、
予あらかじ
め難易を識る。天道・禍
福
 徙うつ
る所を原
たず
ね度
はか
る。義に帰し安きに従ひ、危険必ず避く。
専専小心、永く懼れて懈
おこた
らず。 ） 」と記述し、夫や臣下の行
動を基に、今後起こ であろうことを見通し 良くも悪くもその見識が当たる女性の話を収録している。劉向は、そのような女性を高く評価していることから、安易に予言書を以て説得を試みる描写を省略したと考えられる。　
最後に、 『列女伝』では「迎齊姜以爲夫人。 （斉姜を迎へ
て以て夫人と為す。 ） 」とあ が、下見氏前掲書によ と、他の先行文献ではこのような記述が見られない が指摘
させた。劉向は、あえて先行文献の文章を省筆することにより、臣下として主君を支える役割を斉姜にも担わせ、女性の行動規範をより明確に示している。　
次に、斉姜の言葉に注目したい。 『列女伝』の斉姜の言
葉は、 『国語』における発言に基づきながらもこれを適宜改変している うに思われ 。以下『列女伝』における斉姜の言 を抜き出してみる
　
公子曰、 「從者將以子行。聞者吾已除之矣。公子必從、
不可以貳。貳無成命。自子去晉、晉無寧歲、天未亡晉。有晉國者、非子而誰。子其勉之。上帝臨子、貳必有咎 」公子曰、 「吾不動。必死於此矣。 」姜曰、 「不可。 『周詩』曰、 『莘莘征夫、每懷靡及。 』夙夜征行、猶恐無及。況欲懷安、將何及矣。人不求及、其能及乎。亂不長世。公子必有晉。 」公子 聽。
　
公子に言ひて曰はく、 「從者將に子を以て行かしめ
んとす。聞く者、吾
 已に之を除けり。公子
 必ず從ひ、
以て
貳そむ
くべからず。貳へば命成ること無し。子
 晋を
去りてより、晋に寧らかなる歳無きも、天
 未だ晋を
亡ぼさず。晋の国を有
たも
つ者、子に非ずして誰ぞ。子其
れ之を勉めよ。 上帝
 子に臨む。 貳へば必ず咎有らん。 」
公子曰はく、 「吾は動かず。必ず此に死せん。 」姜
 曰
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これらの伝記は全て、妻である女性が夫の行動を諫める
ために進言し、自ら行動を起こし、夫を出世させ、政務を執らせるようにしている。劉向は「晋文斉姜」を含むこのような伝記を収録することによって、夫が自身の役割を果たすことができるように教導する存在としての「妻 高く評価してい と考えられ 。また、諫言の内容に注目すると、夫の行動に対してのものと、臣下の行動に対してのものとの二種類がある。どち も夫を正しい道へと教導するためであると同時に、国を守り、存続させ ための諫言であるともいえる。斉姜も彼女自身の主導のもとに臣下子犯と企て、重耳を斉から去 たが、こ 行動は重耳を覇者へと導き、結果として晋を守 ことにつながった。　
以上、妻としての女性のあるべき姿を「晋文斉姜」の伝
記の劉向による加筆を中心に考察 た。その結果、劉向は、妻としての女性は、夫を教育しながら支えると同時に 国家を亡ぼさないよう存続させる存在であることを主張していることを明らかにした。　
さて、序論でも述べたように、 『漢書』楚元王伝には、
劉向が 『列女伝』 を編纂した理由を 「戒天子 （天子を戒む） 」と記されていた。この点に関 、山崎氏前掲書では、これはあくまでも班固の解釈であり、劉向自身の主張 は必ずしも同一ではないと指摘されており、劉向『列女伝』は賢母を生み出すための教導書 して編纂され 主張されて
されており、この点に関し、下見氏前掲書（
277頁）には、
　
作者はやはり歴史記述家としての一定の深い見識の下
に、諸記載を形成していると考える。 （中略） 『国語』 ・『左氏』 ・ 『史記』等に見える文公や彼と関わりを持った人々 （例えば、 「晋趙衰妻」等もその一つ）の説話を読んでいくと、文公が その大成を為さしめた斉姜を、感謝の気持ちから後に斉から迎え入れたであろうと想像することは、ご 自然に許容されて良い記載と思われてくるのである。 「迎齊姜以為夫人。 」を『列女伝』作者が初めて作り出した記載とするなら、そ は作者の如上の判断と自信とに依 ものであろう。
と述べられている。確かに感謝の気持ちから姜を斉から迎え入れたと考えることもできるが、劉向を取り巻く状況、つまり、成帝期の後宮と政治の混乱を考慮すると、感謝の気持ちのような私情ではなく、 「女性は妻として、斉姜が重耳を覇者へ 導いたように、夫を育て導く存在でいなければならない。 」と うことを主張するために 妻になったということを加筆したのではな かと考えられる。このことは、次の伝記「楚荘樊姫（賢明伝） 」 、 「斉相御 （賢明伝） 」 、 「曹釐氏妻（仁智伝） 」 「斉威虞姫（辨通伝） 」 どからも裏付けることができる
（９）
。
－ 48 －
有施氏から献上された。容貌は美しいが、徳が足りず、災禍を引き起こしていた。桀は礼儀を棄て、四方の美女を集め、後宮に入れさせた。ま 、
　
造爛漫之樂、日夜與末喜及宮女飲酒、無有休時。置末
喜於膝上、聽用其言。昏亂失道、驕奢自恣。爲酒池可以運舟、一鼓而牛飲者三千人、
　
其頭而飲之於酒池、醉而
溺死者、末喜笑之、以為樂
　
爛漫の楽を造り、日夜
 末喜及び宮女と飲酒し、休
む時有ること無し。末喜を膝上に置き、其の言を聴用す。昏
こん
乱らん
して道を失ひ、驕奢自恣なり。酒池を為
つく
り以
て舟を運ぶべし。一鼓 て牛飲する者三千人 頭を
　
ぎて之を酒池に飲ましめ、酔ひて溺死する者あれ
ば、末喜
 之を笑ひ、以て楽しみと為す。
とあるように、桀は末喜を寵愛するあまり、彼女の言いなりとなっていた。そして、桀は酒の池を作り、多数の人々に飲ませた。酔って溺死したものを見ると、末喜は笑いものにして楽しんだという。これを
関かん
竜りょう
逢ほう
が諫めるも、桀
は怒って聞き入れず、世間を惑わす言葉であ し、関竜逢を殺し、その後も贅沢な暮らしをし続けた。ある日、殷の族長の湯王を牢獄に閉じ込め、しばらくして解放した。諸侯は桀に反乱を起こし、湯王も天命を受け を討とう
いる。 しかし、 劉向を取り巻く環境を概観すると、 『列女伝』が女性のみを対象とした書物とは考えにくい。そこで、劉向の周辺状況を考慮しながら考察を進めていきたい。　
劉向が『列女伝』を編纂した時期の天子は成帝であり、
この皇帝は終始外戚に翻弄された。漢代は外戚の力が大きく政治に影響した時代であり、劉向は常に外戚の存在を意識せざるを得ない状況にあったといえる という も、 『列女伝』には塗山（母儀・ 「啓母塗山」 ） 、有㜪（母儀・ 「湯妃有㜪」 ） 、太姒（母儀・ 「周室三母」 ） ち外戚の伝記を全て収録しており、とりわけ孼嬖伝には、夏・殷・周の亡国に関わった外戚である夏 末喜（夏桀末喜） 、殷の妲己（殷紂妲己） 、周の褒姒（周幽褒姒）の 記を収めている。これら以外にも 『列女伝』は為政者に仕え 女性を多く取り上げており、孼嬖伝は、全て王の后である女性たちの伝記を収録している。以上から、劉向は『列女伝』の中でも孼嬖伝におい 、女色に埋没する成帝を諫めるという形をとりながら、自身の 戚に対する見識を如実に示してように思われる。それでは 彼は外戚をどのように捉えていたのであろうか。 『列女伝』と先行文献と 比較し、劉向が加筆・省筆した箇所や表現の違いから明らかにしていく。　
まず、 「夏桀末喜」 をみてみよう。 内容は次の通りである。
　
末喜は、夏の桀王の妃であり、桀が有施氏を討った時に、
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妲己曰、 「罰輕誅薄、威不立耳。 」紂乃重形辟、爲炮格之法。（諸侯
 畔そむ
く者有れば、妲己曰く「罰軽く誅薄ければ、威
 
立たざるのみ。 」と。紂
 乃すなは
ち形辟を重くし、炮格の法を
為つく
る。 ） 」とあるように、諸侯の中に紂に背く者が現れると、妲己は「罰が軽く刑が生易しければ、威厳が立たない」と紂に述べた。紂は刑罰を重くし 炮格 刑を行った。すると、妲己は笑い興じた。紂の叔父である比干が紂を諫めた時、紂は怒って聞き入れず、世間を惑わす言葉であるとし、妲己は比干の心臓を解剖し ある日、周の武王が天命受け、紂を討とうとし ところ、紂の軍隊も紂に反旗を翻した。ついに紂は自殺し、妲己は武王により殺された。武王は「亡紂者是女也（紂を亡ぼせ 者は是 女なり） 」とし、紂を亡ぼした者は妲己であることを断言した。　「殷紂妲己」の原典と考えられるものとして、 『国語』巻七  晋語一、 『呂氏春秋』先識覧先識篇及び『史記』巻
三
  殷本紀の所収の挿話などがある。 『国語』では紂や妲己
の言動については述べられておらず、 『呂氏春秋』ではやや悪行に関して述べて いるものの 二人の具体的な人となりや悪行については言及されていない。しかし『史記では紂 妲己 つい 具体的に言及されており、とりわけ炮格の刑を制定する場面や、紂の叔父である比干が諫言述べる場面においては、 『列女伝』との相違点が見られる。以下に『列女伝』と『史記』における紂や妲己の描写部分
とした。桀の軍隊は戦わず、湯王は桀を追い出し、桀は末喜と共に、南巣の山で死んだ。　「夏桀末喜」の原典と考えられるものに、 『国語』巻七  晋語一や『韓詩外伝』巻四に所収の挿話などがある。
しかし、これらには末喜に関する記述が少なく、 『国語』では「昔夏桀伐有施、有施人以妹喜女焉。 （昔、夏の桀
 有
施を伐ち、有施の人
 妹喜を以て
女めあわ
す。 ） 」と述べられるの
みであり、 『韓詩外伝』 が酒の池を作り、関竜逢から諫められるも聞かず、怒って関竜逢を殺すという桀の記述の って、末喜は登場しない。　
次に、 「殷紂妲己」 をみてみよう。 内容は次の通りである。
　
妲己は、殷の紂王の妃であり、紂が有蘇氏を討った時に、
有蘇氏から献上された。妲己は容貌が美しく、口達者で、心がひねくれていた。常に媚びへつらい、紂から寵愛を受けることになった。紂は才能と力量があり、知力を以て人の諫言をさえぎり、自ら 誤りを正しいと言 くるめるほど、弁舌に優れていた。これ の 力を臣下に誇り 名声によって世間や人を見下し 紂は妲己を離すことがなく、妲己が褒める者は引き立て、憎む者は処罰した。また、妲己の気を引くために、彼女の言うこと 全 聞き入れ、酒池肉林にふけり、長夜の宴を催した。さらに、紂新たな楽曲をつくらせ、珍貴なものを手に入れる 、後宮に蓄えた。人々は紂と妲己を怨んだ。また 「諸侯有畔者
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（中略）　
紂愈淫亂不止。微子數諫不聽、乃與大師、少師謀、遂
去。比干曰「為人臣者、不得不以死爭。 」乃彊諫紂。紂怒曰、 「吾聞聖人心有七竅。 」剖比干、觀其心。箕子懼、乃詳狂為奴、紂又囚之。殷之大師、少師乃持其祭樂器奔周。周武王於是遂率諸侯伐紂。紂亦發兵距之牧野。甲子日、紂兵敗。紂走入、登鹿臺、衣其寶玉衣、赴火而死。周武王遂斬紂頭、縣之白旗。殺妲己 釋箕子之囚、封比干之墓、表商容之閭。封紂子武庚、祿父、以續殷祀、令修行盤庚之政。殷民大說。
　
百姓怨望し、而して諸侯に背く者有り。是に於ひて
紂
 乃ち辟刑を重くし、炮格の法有り。 （中略）
　
紂
 
愈いよいよ
淫乱して止まず。 微子
数しばしば
諫むれども聴かず。
乃ち太師・少師と謀り、遂に去る。比干曰はく、 「人臣たる者は、死を以て争はざるを得ず。 」と。乃ち紂を強諫す。紂怒り曰はく、 「吾聞く、聖人の心
 七
竅けふ
有
あり」と。比干を
剖さ
きて其の心を観る。箕子
 懼れ、
乃ち詳狂して奴と為る。紂
 又
 之を囚ふ。殷の太師・
少師、乃ち其の楽器を持ちて周に奔る。周の武王
 是
に於ひて遂に諸侯を率ゐて紂を討つ。紂も亦
 兵を発
して之を牧野に
距ふせ
ぐ。甲子の日、紂の兵を敗る。紂
 
走り入りて鹿台 登り、其の宝玉の衣を衣
き
、火に赴き
を抜き出してみる。　
まず、 『列女伝』では、　
諸侯有畔者、妲己曰、 「罰輕誅薄、威不立耳。 」紂乃重
刑辟、爲炮格之法。 （中略）比干諫曰、 「不脩先王之典法、而用婦言、禍至無日。 」紂怒、以為妖言。妲己曰、 「吾聞聖人之心有七竅。 」於是剖心而觀之。
　
諸侯に反く者有れば、妲己曰はく、 「罰軽く誅薄け
れば、威立たざるのみ。 」と。紂乃ち刑辟を重くし、炮格之法を為す。 （中略）比干
 諫めて曰はく、 「先王
の典法を脩めずして婦の言を用ふれば 禍至ること日無からん。 」と。紂
 怒りて、以て妖言と為す。妲己曰
はく、 「吾聞く、聖人の心
 七
竅きょう
有り、
竅あな
には九毛有
りと。 」と。是に於いて心を割きて之を観る
とあり、妲己の「罰輕誅薄、威不立耳。 （罰軽く誅薄ければ、威
 立たざるのみ。 ） 」という言葉を紂が聞き入れ、制
定したように描写され、その制定に対し、比干が諫言を述べるのみである。　
一方の『史記』では、　
百姓怨望而諸侯有畔者。於是紂乃重辟刑、有炮格之法。
－ 51 －
死を以て争わざるを得ず。 」と。乃ち紂を強諫す。 ） 」とあるように、紂のこれまでの全ての行動に対し、比干が再び諫めている。　
以上の相違点より、 『史記』では、紂の暴虐な行為が積
み重なっていく一方で、西伯・武王が次第に人々の心 つかみ、紂を討つ準備をしていく様子を丁寧に叙述しているが、 『列女伝』では妲己の言葉を全て聞き入れる紂の姿が強調されるため、 『史記』 記述されていた紂と諸侯 の間に起こる具体的 事象は全て省略されている。そして、「吾聞聖人心有七竅。 （吾聞 、聖人の心
 七
竅けふ
有り。 ） 」と
いう言葉やその後の残虐趣味も、紂ではなく妲己の言動として改変されていることが明らか ある。　
最後に「周幽褒姒」をみてみよう。内容は次の通りであ
る。　
周幽褒姒は、童妾の生んだ娘で、周の幽王の妃である。
夏の時代、宮中の庭に神龍が出現した。夏の帝は龍に漦
あわ
を
貰い、箱に納めた。やがて夏王朝は亡び、箱は周の王家に伝わったが、その数百年の間に、一度も開けられることがなかった。周の厲
れい
王の世になり、この箱を開くと、漦が庭
一面に溢れだした。やがて漦は一尾の蜥蜴となり、後宮に入り、七歳の童女がこれを見つけた。やがて次代の宣王の時代になり、この童女 十五歳になったとき 夫なしでひとりの女児を産んだ。人々はこれを恐気味悪がり、女児を
て死す。周の武王
 遂に紂の頭を斬り、之を白旗に縣く。
妲己を殺し、箕子の囚はれを釈
ゆる
し、比干の墓を封じ、
商容の閭に表し 紂の子
 武庚禄父を封じ、以て殷の
祀を続ぎ、盤庚の政を修め行 しむ。殷の民
 大ひに
說よろこ
ぶ。
とあり、妲己の言葉はなく、 「百姓怨望而諸侯有畔者。 （百姓怨望し、而して諸侯に畔
そむ
く者有り。 ） 」という状況に対し
て、紂自らが法を制定している。この記述より、劉向が炮格の刑の制定の主体を、紂から妲己へと改変していることが明らかである。　
また、比干が紂を諫める場面では、紂の九侯・鄂侯に対
する処置について不満を抱く西伯を紂が捕らえたこと、西伯の臣下が紂に美女・奇物・善馬 献上し西伯を釈放してもらうこと、西伯が紂に炮格の刑をやめるように願っ ところ紂がこれを聞き入れたこと、紂が費中や悪来といった臣下を任用し、人々の心 次第に殷王室から離れ、西伯に傾いていくことを述べた後 、紂が比干 諫言 聞き入れず、人々から慕われていた賢臣
 商容辞めさせたこと、文
王が亡くなり、武王 紂を討つ準備を整えていくこと、微子が紂に諫めを聞き入れられず 紂の下 ら去ってい などの状況 述べられる。そして 「比干曰「為人臣者、不得不以死爭。 」乃彊諫紂 （比干曰はく、 「人臣た 者は
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四
  周本紀や『国語』巻一
  周語
  上、巻十六
  鄭語
  上に所
収の挿話などがある。 『国語』や『史記』には、上述のような褒姒の出生話が記述されており、劉向『列女伝』に収録される伝記においても、その前半部分については、ほぼ同じ内容であるが、後半部分における幽王が褒姒の気を引こうとする描写では、劉向の加筆・省筆が見られる。　
まず、加筆部分に着目すると、劉向『列女伝』において
は、 「飲酒流湎、倡優在前 以夜續晝。 （酒を飲みて流
りゅう
湎べん
し、
倡優
 前に在り、夜を以て昼に
続つ
ぐ。 ） 」と、幽王が褒姒に
心を奪われ、酒に溺れ、昼夜遊び呆けるという描写があるが、 『国語』や『史記』にはそ よう 記述 見られない。同様に、劉向『列女伝』の「忠諫者誅、唯褒姒言是從 上下相諛、百姓乖離（忠諫する者は誅せられ、唯だ褒姒の言のみ是れ従ふ。上下相
諛へつら
ひ、百姓
 乖離す。 」といった、忠
誠・諫言の臣下が誅せられ、人々の心が幽王から遠ざかっていく記述も『史記』や『国語』にはみられない。　
次に、省筆部分に着目すると、 『史記』では、 「石父為人
佞巧善諛好利、王用之。又廢申后、去太子也。申侯怒（石父
 人となり、
佞ねい
巧こう
にして善く
諛へつら
ひ、利を好めるに、王
 之
を用ふ。又、申后を廃し、太子を去るや 申侯怒る ） 」とあるように、申侯が反乱に至った理由を明確にしてい 。一方、劉向『列女伝』においては、 「申侯乃與繒西夷犬戎共攻幽王（申侯
 乃ち繒・西夷・犬戎と共に幽王を攻む。 ） 」
捨てた。世間では、 「山桑の弓と箕の
箙えびら
が周を滅ぼす」と
いった謡が流行った。宣王がこ 謡を聞いた後、山桑の弓と箕の箙を売っている夫婦が現れたので、捕えて殺そうとしたが、夫婦は逃亡した。途中、宣王が道端で泣いている捨て子を見つけ、哀れに思って拾いあげ、ともに褒に逃げた。その後、褒の天子である褒姁に罪があり、育ったこの捨子の少女を宮中に差し出し罪を贖った。そこでこの少女を、褒姒と呼ぶようになった。　
褒姒は器量が良かったため、幽王は心を奪われ、褒姒の
機嫌を取るために、政治を顧みなくなり、酒に溺れ 遊び呆けるようになった。褒姒は笑ったことがなく、幽王はなんとか彼女 笑わせようと手を尽くし 。ある日、幽王は（緊急事態を知らせる）烽火を上げ、太鼓 打ち鳴らした。諸侯は即座に駆けつけたが、外敵 侵入は かった。右往左往する諸将を見た褒姒は、初めて晴れやか 笑っ 喜んだ幽王は、その後、何度も烽火を上げた め 次第に諸侯は烽火の合図を信用しなくなった。また、幽王は諫言た臣下を殺し、褒姒の言葉のみに従うよう なっ 。人々は幽王に背くようになり、申侯は反乱を起こし、犬戎の軍勢と連合して幽王を攻めた。幽王は烽火 上げ が 応じて集まる兵はいなかった。反乱軍は驪山で幽王を殺姒を捕え、周の財宝 略奪して去った。　「周幽褒姒」の原典と考えられるものとして、 『史記』巻
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貌が成帝の目にとまり後宮に迎え入れられたとされている。そして成帝は趙飛燕・合徳姉妹を寵愛しすぎるがあまり、酒や遊びに呆け、政治を顧みなくなり、外戚によって政治を掌握され、漢は統治力の低下により衰退し、最終的には外戚王莽によって滅ぼされることに る。これらの成帝と趙飛燕・合徳姉妹の行動 、傾国に導いた末喜・妲己・褒姒の三人女性と重なる。劉向は孼嬖伝において三人の伝記を収録することにより、后また 外戚により天子が翻弄されることは国を亡ぼす行為であることを主張し、外戚 よる政治は漢王朝を滅亡させると批判していると考えられる。ここで留意すべき点は、劉向は孼嬖伝においては天子を惑わす后や外戚 批判しているが、 『列女伝』全体を通じて見ると、それらの存在そのものを否定してい わけで ないということである。というのも、妻として 女性観を考察するにあたり、 「楚荘樊姫（賢明伝） 」等、天子を教導する后の例をあげたが、このように夫であ 天子を教導する后に対しては高い評価を与えている。その一方で、劉向は、先代の元帝 治世時には、宦官や外戚勢力 排除を元帝に進言している。このことから 劉向は外戚 あり方 正すという目的 もと『列女伝』を編纂したと考えられる。
と、申侯が反乱を起こし、繒
そう
・西夷・犬戎の軍勢と連合し
て幽王を攻めたとされており、申侯が反乱に至った理由を一切省略してしまっている。これは、劉向『列女伝』が幽王の褒姒への惑溺に焦点を絞ったことから、申侯との関わりを省略したものと考えられる。　
以上、劉向『列女伝』と先行文献とを比較してきたが、
褒姒については『史記』に褒姒の行動を示す詳細な記録があるものの、末喜や妲己に関しては存在を示す断片的な記録のみで、下見氏前掲書によっ 明らかにされている先行文献中には、孼嬖伝のような悪女の記録 みら なかった。また、孼嬖伝の「夏桀末喜」 、 「殷紂妲己」 、 「周幽褒姒」は、女性が王に献上され、王がそ 女性の美貌に惑溺し 政治を顧みなくなり、酒に溺れ、道徳に反した行為を行うとう点で共通しており、王はそれに関して諫められるも聞かずに、諫めた臣下を殺す。そして 人々が王 背くようになり、最終的には他国 よって滅ぼされ、王も女性も死ぬという構成をとっている。また人物像 関し 、三人とも容貌が美しいものの、道徳や礼儀に反した行為に対して笑うという悪女である。劉向が末喜 妲己 褒姒を、夏 殷周を滅亡へ導 た人物として描写 たのは 成帝と趙飛燕・合徳姉妹を意識してのことであろう。 『漢書』外戚伝には、趙飛燕・合徳姉妹の伝記が収録されている
）（1
（
が、趙飛
燕姉妹も元は卑賤で、幼少時 歌舞の研鑽を積み そ 美
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は大多数が先行文献に依拠するものではあるけれども、立伝内容が先行文献と同一内容であるものは皆無と言っても良いということである、きわめて良く似た話であっても、劉向は資料を抽出しつつ、話の主人公が『列女伝』 各篇の内容にふさわし 様に、話の形や人物の役割を微妙に改変し いるのである。 」と指摘されている。
（３）人に恩恵を与えること。（４） 『列女伝』の底本は『四部備要』所収の梁端校注『列女伝
校注』 （一九六八年、台湾中華書局）とし、訳注等参考書に山崎純一『列女伝』 （上：一九九六年、中・下： 九九七年、明治書院）を参照した。
（５）下見隆雄『劉向 研究』 （一九八九年、東海大
学出版会） 「伝の形式分類・関連文献表」 （
98～
99頁）を参照。
（６） 『国語』の底本は王樹民、沈長雲校注『国語集解』 （二〇
〇二年、中華書局）とし、訳注等参考書に大野峻『国語（上：一九七五年、下：一九七八年 明治書院）を参照した。
（７） 『史記』の底本は『史記』 （二〇一四年、中華書局）とし、
訳注等参考書に吉田賢抗『史記』 （第一巻：一九七三年、第五巻：一九七七年、第六巻：一九七九年、
（８） 『国語』巻十
 晋語四に、 「 『瞽史之紀』曰、 『唐叔之世、將
如商數。 』今未半也。亂不長世、公子唯子。子必有晉。若何懷安。 （ 『瞽史之紀』曰はく、 『唐叔の世、将に商の数 如くならんとす。 』と。今
 未だ半ばならず。乱
 世に長からず。公
四、結論
　
以上、本稿では、劉向『列女伝』に収録される女性の中
でも、 「妻」という役割を中心に、 『列女伝』と先行文献とを比較し、劉向が加筆・省筆した箇所や表現の違いから、劉向が考える妻としての女性像を考察し、 同時に 『列女伝』編纂意図を見直した。劉向は、妻というものを、夫を教導し、成長させる存在として捉えていることが明らかとなった。また、劉向『列女伝』では全伝を通じ、為政者に仕える女性が多く取り上げられており、とりわけ孼嬖伝は 全て王の后である女性たちの伝記であったことから 劉向 『列女伝』は天子だけではなく、天子を まく たちや外戚のあり方をも正す めに編纂された書物であることを指摘した。劉向『列女伝』は妻としての女性はどのようなものである かという視点を確立させると同時に、女性の社会への影響力の大きさを知らしめたもの あ いえよう。注（１） 『漢書』 の底本は顔師古注 『漢書』 （一九六二年、 中華書局）
とし、訳注等参考書に小竹武夫『漢書』 （第一巻：一九九七年、第四巻：一九九八年、筑摩書房）を参照した。
（２）各話の内容について下見氏前掲書（
48頁）に「先ず初め
に全体的な性格として指摘できることは、 列女伝』中の話
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なたが礼を捧げれば、きっと報いてくださいます。 」と進言し、重耳たちをもてなした。後に重耳が覇者となり、曹を討ったが、負羈の領土のみ侵略しなかった。「斉威虞姫（辨通伝） 」　
斉威虞姫は、斉の威王の妃の虞姫である。威王は政治を
大臣に委ねた。そのため周破胡という臣下が権勢を振るい、賢臣を非難し、愚臣を称賛した。これ 見た虞姫は「周破胡を退け、斉の北郭先生を王の側近におき、王自身が政治を行うべきです。 」 と進言すると、 威王は自身で政治を行い、斉を治めた。
（
10） 『漢書』巻九十七
　
外戚伝にて、
孝成趙皇后、本長安宮人。初生時、父母不舉、三日不死、乃收養之。及壯、屬陽阿主家、學歌舞、號曰飛燕。成帝嘗微行出、過陽阿主 作樂。上見飛燕而悦之 召入宮 大幸。有女弟復召入、俱爲婕妤、貴傾後宮（孝成趙皇后、本より長安の宮人なり。初めて生まれし時、父母
 挙げずも、三日死なず、乃ち之を収養す。陽阿主の
家に属し、歌・舞を学び 号して飛燕と曰ふ 成帝
 嘗て
微行して出で 陽阿主 過ぎ 学を作る。上
 飛燕を見て
之に悦び、召 て宮に入れ、大いに幸す。女弟有り、復た召して入れ、倶に婕妤と為し、後宮貴に傾く。 ）
子は唯だ子のみ。 子必ず晋を有
たも
たん。
若いかん
何ぞ懐安せん。 」 と。 ） 」
という記述がある。
（９） 「楚荘樊姫（賢明伝） 」 、 「斉相御妻（賢明伝） 」 、 「曹釐氏妻
（仁智伝） 」 「斉威虞姫（辨通伝） 」の概要は以下の通りである。
「楚荘樊姫（賢明伝） 」　
楚荘樊姫は、楚の荘王の妻である。樊姫は荘王が狩猟に
熱中するのを諫めたが、荘王は聞き入れなかったので、樊姫は鳥や獣の肉を食べないことにした。すると、荘王は過ちを改め、政務に励むようになった。「斉相御妻（賢明伝） 」　
斉相御妻は、斉の宰相
 晏嬰の御者の妻である。妻が夫
の仕事姿を見たところ、夫は誇らしげに振る舞いながら威張っていた。夫の帰宅後、妻は離縁を求めたが、夫は自分の過ちを詫び、妻に今後の振る舞いについて助言を求め、妻の助言通りに振る舞っ 。すると、晏嬰から推挙され大夫となった。「曹釐氏妻（仁智伝） 」　
曹釐氏妻は、曹の大夫
 釐負羈の妻である。晋から公子
 
重耳が亡命し、曹に立ち寄った時、恭公は無礼に った。妻は夫に「晋の公子は後に覇者とな 方です もしあ
